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　　　In　compliance　with　demands　which　follow　as　a　matter　of　course　in　the　studies　of　cancer
diagnosis　by　means　of　polarographic　filtrate　reaction，　the　immunoserological　experiments　were
conducted　which　dealt　princip，　ally　with　the　specificity　of　active　substances　of　the　said　reaction．
　　　The　following　results　were　obtained　with　precipitation　technique　on　rabbit　anti＄era　drawn
after　injecting　several　pathologic　human　urine　mucoids　and　seromucoids．
　　　　1）　Precipitin　productions　against　the　said　mucoids　were　demonstrated　in　rabbit　antisera．
　　　　2）　Since　distinct　differences　were　detected　between　normal　and　pathologic　urine　mucoids
with　precipi’tation　reaction，　it　may　be　possible　to　assume　the　presence　of　certain　specificities
of　urine　mucoids　which　correspond　to　several　diseases．
　　　　3）　lmmunoserologically　the　experimental　results　with　seromucoids　were　quite　similar　to
those　with　urine　mucoids．
　　　　4）　The　above　findings　suggest　that　there　exists　a　certain　structural　commonness　between
urine　mucoid　and　seromucoid，
　　　　5）　The　precipitin　titers　in　the　precipitation　reaction　may　be　suspected　to　have　some
analogy　with　the　heights　of　the　serum　polarographic　protein　waves．
　　　　6）　Summarizing　the　above　results，　it　niay　be　concluded　that　there　exists　a　certain　quali－
tative　difference　of　mucoprotein　or　mucoids，　which　are　the　active　subs’tances　in　polarographic
，serum　filtrate　reaction，　between　cancer　and　inflammatory　diseases．
　　　　　　　1．再び癌並びに炎症尿ムコイドの
　　　　　　　　　　　特異性に関する橡討
　前報！、の如く癌反応としてのPolarography濾液反応
（以下ポ反応と略）の起因因子としてはMucoprotein或は
Mucoid体（以下MP或はMCと略）が密接不可分の関係
にあり，しかも本反応は癌及び炎症性疾患時に非特異的
にかなり高率に陽性化することは教室の柴貯），佐藤3うも
Winzler4），　Waldschmidt－1．eitz5）等と同様に多数例につ
いての結果を報告している。
　ここにおいて必然的に両者間の鑑別が問題となるが，か
かる実験は極めて少なく，これを理化学的方法上の見地か
ら教室の佐藤6’）はSM指数法を提唱したが，その．揚合にも
その．成因の本質を究めることは出来ず，その他文献7）一’　O・　）的
にもかかる意昧での研究は極めて少ない。
　私はこれを免疫血清掌的に追求することを意図し，血清
についてのMP或はMCが収量：少ない故に実験不可能のと
ころがら先ずff反応の推移と平行して，その尿．　MGを抽出
して癌と炎症性疾患，同一炎症患者の経過に伴なう相異に
ついて調査し，これ．まで次ぎの．如き成績を得て報告ゆ・11）
してき’．た。即ち
　1）人尿MCアルミナクリーム吸着によりMC部分に対
する．沈降素の産生を確認した。
　2）人癌尿MC，炎症尿MC，正常人尿MC間には免疫
血清学的に幾分の差異を認める。
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　3）同一人，同一疾患時（湿性肋膜炎）においても血清ポ
反応陽性時と陰性時尿MC聞に差異を認める。
　以上の結果は血清学的になお2，3検討の余地を残すとこ
ろがら，今図はさらに癌並びに炎症尿MC間の特異性につ
いて再び検討を加えるべく以下の如く実験を展開した。
　　実験方法
　尿MCは上野旧法i2）に従い，アルコールにて抽出し，2
％MC溶液10　ccを等量の水酸化アルミニウム〔アルミナク
リーム）吸着13）により強力に家兎を免疫し，型の如く沈降
素価及び沈降素燈を測定する。この抗血清は抗原のみなら
ず人血清とも反応するので，AB型人血清を用いDean＆
Webbi4）の最適比を考慮し吸収試験を行い人血清とは最早
や反応しないMC抗血浩につき’実験を行なった（詳細は文
献1）・ゆに既述した）。
は5，000×4なるに反し人血浩とは最早や反応を呈しなか
った。炎症尿MC抗1血清の値は5，000×16で人血清とは
5，000×8と反応するので400×人血清で吸収した結果，
2，000×8で人血清とは最早や反応しなかった。
　　第2表癌尿MC並びに炎症尿MC各抗血清
　　　　　　　についての成績　（吸収後）
抗　　血　　清
抗 原
人　癌　尿MC
人炎症尿MC
人　　血　　清
抗蒙鑑盤C陣幕潔翻『
二．　吸　収　抗　原
　200×人血清　　　400×人血清
　　実駿成績
　1．抗人癌尿MC家兎血清並びに抗人炎症尿MC家兎血
清についての吸収成績：第1，2表の如く入癌尿MC抗血
清の値は10，000×8で，人血清とも10，000×8と反応する
ので200×人血清で吸収した結果，主反応たる癌尿MCと
第1表　癌尿並びに炎症尿MC抗血清
　　についての成績　（吸収前）
5，000×4
o
2，000×8
　0
　　　抗　　血　　　清
抗人癌尿MC　　抗人炎症尿MC
　家兎血清　　　　家兎血清
　10，000×8
　II．人血清吸収抗珀エ清についの交叉反応成績：人血清
とは反応しない抗血清について交叉的に沈降反応を実施し
た処，第3表の如く一人癌尿MC家兎血清に対して主反応
たる癌尿MCは5，000×4，炎症尿MCは1，000×2であっ
た。一方面人炎症尿MC家兎血清に対しては主反応たる炎
症尿MGは2，000×8，癌尿MCは2，000×2であった。
第3表瘤並びlc炎症尿MC抗血清について
　　　　の交叉反応成績　（吸収後）
抗 原
人　癌　尿MC
人炎症尿MC
人　　血　　清 工0，000x8
（イ）
5，000　×　16
5，000x8
抗　　血　　清
　抗　　　　原
　人　癌　尿MC
　人炎症尿MC
　人　　血　　清
r一．
囎器。．陣顔面翻。
　　吸　収
200×人血清
　s，eoo×4
　1，000×2
　　0
抗　　原
400×人血清
　2，000x2
　2，000x8　’
　　　o
第4表　再吸収成績
回 い〕
抗　血　清
抗 原
癌　　　尿MC
白血病尿MC
肝硬変症尿MC
ネフ・一口尿MC
炎　症　尿MC
正常人尿MC
癌　血　清MC
人　　血　　清
200×人血清吸収
　抗人懸口MC
　家兎血清
抗　血　清
謂藩盗一・抗 ?
200x人血昔吸収
　抗人癌尿MC　　家兎血清
　吸収抗原
．250×炎塗尿MC
抗　血　清
抗
癌　尿M酬
白血病尿MCI
肝硬変症尿MC’
ネフローゼ尿MC
炎　症　尿MC
正常人尿MCI
煽　血　清MC
人　　血　　清
原
　o
　o
　o
　o
　o
　o
50×4
　0一
50×4
　0
　0
100×4
　0
　0　　．
200x4
　0
癌　　　尿MC
白血病尿MC
肝硬変症尿MC
ネフローゼ尿MC
炎　症　尿MC
正常人口MC
癌　血　清MC
人　　血　　清
200×人血清吸収
　知人癌尿MC
　家兎血清
吸収抗原
150×正常尿MC
50×4
20×4
　0
100×4
20’×4
　0
100×4
　0
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III．再吸1反成績：200×人血清吸収二人癌尿MG家兎血
清について癌尿MC，炎症尿MC，正常人尿MCを用いて
それぞれ再吸収を行い，さらに三者聞の差異を見るべく実
験を進めた。成績は第4表に示す如くであるが，なお試み
に白血病尿MC，肝硬変症尿MC，ネフローダ尿MG，癌
血清MGを各抗血清に重畳し今後の参疹とした。
　A．抗200×人！im清吸収癌尿MC家兎血清をさらに200
×癌尿MCにて再吸収した場合第4表イ）に示す如く，主反
応たる癌尿MC以下各抗原は全く反応を示さず，僅かに人
癌血清MCのみが反応した。
　B．抗200×人血清吸収癌尿MG家兎1血清をさらに250
×炎症尿MCにて再吸収した場合は第4表回に示す如く癌
尿MC，ネフローゼ尿躍Cと人癌血清MCのみが反応す
る。
　C．抗200x人口1満吸収癌尿MC家兎血清をさらに150
×正常人面MCで再吸収した場合は第4表｛ハ〕に示す如く正
常人尿MG並びに肝硬変面面MCについてはもはや反応を
認めないがその他の尿MC及び癌血清MCは勿論反応を略
する。
小計並びに考按
Polarography濾液反応によ牙τば癌と炎症性疾患時に共
通に非特異的な二障反応がみられ，その鑑別についての実
験が極めて少ないことは既述したが，これまでのところ
Waldschmid七」Leitz16）は66％Ethanol分暦を用いて反応
物質の疾患別分離の可能性を説き，また最近Carruthers
＆Suntzeff’i（、・且7）等はかかる還元性物質を一回癌の類脂体
に求めると同時に，これを緩衝液をかえるこ．とにより癌の
出合と正常及び炎症との問に異なった折出電位の波を認め
ると報告している。　　　　　　　　　　　　　　　．
　教室の佐藤等嚇はこれらの濾液内活性因子を保存，寒冷，
加熱，アルカリ処置，透折性，「レ」線並びに紫外線照射，
有機溶媒移行試験，吸気試験，チスチン加入試験，加水分
解，或は定性的呈色反応等の面に亘り調査したが両者間に
理化学的性質の差異を認め得るには至らなかった。
　しかしながら病態生理学的に異なる癌或は炎症のそれぞ
れに相応して増加或は産生するかかるポ反応活性因子，す
なわちMP，　MC体と考えられているかかる物質の間にも
何等かの差異があろうことは充分に推測に難くない。これ
を今口まで理化学的性格の上からは充分に解決し得ぬとこ
ろがら，とりあえずこれらの病態に相当する尿MCを用い
て免疫血清学的に差異の存在を同定してきたものである。
　今回の実験を総括すると，人尿MC三三を用いて家兎を
免疫し，前回同様沈降素の産生を再確認することが出来
た。
　また抗人癌尿MC抗血清並びに下人炎症尿MC血清間に
おける交叉試験によって明らかにそれぞれに特異的に高い
沈降素価が認められ，免疫噸青学的に癌と炎症尿MG聞に
は糖庵血清学的に差異を雛論ずることが出来たaこれはさ
きに束との共同実験において癌及び炎症性疾患でポ反応陽
性時のそれぞれの尿MC聞に特異性を認め，同時にこれら
は健康人尿MCとの間にもまた差異の存在を既報したとこ
ろに一致する。
　今回はこの抗1虹清を癌尿MC，炎症尿MC，正常人尿MG
それぞれによって再吸収した上でさらに各様皿C聞に異な
った態度の認められる事を確認することが出来た。
　なお特にネフローゼ尿MGは第4表にみられる如く，癌
振MCとの問にかなりに近似の血清学的態度がみられたが
この点は弐編に一括考按したい。
　以上のことよりMP或はMC体が病田状態に応じて多様
な冷感組成の誘導蛋白依として産生されるという，前報の
見解をさらに裏書きし得taものと考える。またこのことは
血清内における新生MPの聞にも共通の現象として考えら
れ，この点はさらに研究を続けているので後に論じたい。
2．ポーラログラフ蛋白波として特異な形式を示す
　　肝硬変症並びにネフローゼ尿MCと人癌尿
　　　　MC抗血溝との特異性について
　ポ反応を臨床的に多数例について観察する場合癌並びに
炎症性疾患時には波高の上昇を認めるが，その他ネフロー
ゼにおいてはしばしば第1波は低いが第2波が高くなるこ
とを認め，また慢性実質性肝疾患就中肝硬変症においては
第1，2波ともに正常よりも著明に低下を示し，これを教室
においてはそれぞれネフローゼ型及び肝硬変症型と名付け
て発表旧した。
　ここにおいてポ反応の推移と尿MCの血清学的研究の一
環として今回は，肝硬変面持MC並びにネフローゼ尿MC
をそれぞれ抽出し，これらの特異性及び癌it　MC抗血清と
の間の差異に亘って調査を行い，方法的には前回同様の手
技に訴えて実験を展開した。
実1瞼方法
　前報倉。）に既述した如くそれぞれの疾患について尿MC
を抽出し，得た抗血清をこれも前回同様人血清で吸収し，
入血清とは最早や反応しないMC抗血積について実験を行
なった。
実験成績
　1．四人肝硬変症尿MC家兎血清並びに抗人ネフローゼ
尿MC　ltL｝twaついての成績：第5，6表の如く，肝硬変血
尿MC抗血清の値は5，000　x　8で，人血清とも5，000×8と
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第5表　肝硬変症及びネフローゼ尿MC
　　抗血清についての成績（吸収前）
三 原
肝硬変症尿MC
ネフローゼ尿MC
人　　　血　　　．清
」抗　??
擶上 圧
5，000×8’
5，000×8
血　　　清
　抗人ネフローゼ
　尿MC家兎血清．．
10，000　×　16
10，000　×　16
第6表　肝硬変症及びネフローゼ尿MC
　　抗血清についての成績（吸収後）
抗　　血　　清
????? ?
．??
??????
蔭
?
　　吸　収
500×人血清
　1，000x4
o
劃???
??????抗
原抗
??血人??10
2，000×8
　0
反応するので500×人血清で吸収した結果，主反応たる肝
硬変症尿MCとは1，000　x　4であるに反し，人血清とは最早
や反応しなかった。ネフローゼ尿MC抗血清の値は10，000
×16で入血清とも10，000×16と反応するので10×人血清
で吸収，人血満と最早や反応しない抗血清を得た。此のネ
フローゼ尿MC抗血清の吸収時Dean＆Webbの最適比
を考慮して400×より吸収するも人血清に作用し，次いで
200×，100×，50×，20×と濃度をますにユOx血清で吸収
後初めて人血清に作用しない抗血清を得た。
　1工　人血清吸収抗血清についての交叉反応成績：人血
清とは反応しない抗血清について交叉的に沈降反応を実施
したところ，第7表の如く抗人肝硬変門戸皿C家兎血清に
対して主反応たる肝硬変症尿MCは1，000　x　4，ネフローゼ
尿MCは200×2であった。一方抗人ネフローゼ尿MC家
：兎血清に対してはi主反応：たるネフローゼ尿MCは2，000×8
肝硬変症尿MCは500×2であった。
第7表　肝硬変症並びにネフローゼ尿MC抗血清
　　　　lCついての交叉成績　（吸収後）
ゼ???
??
???
III．再吸収成績：200×人血清吸収抗人癌尿MC家兎血
清について，肝硬変症尿MC及びネフ・一ゼ尿MCそれぞ
れを用いて再吸収を行い癌尿MC抗血清間の差異をみた。
成績は訳ぎのRrJくである。なお試みに白血病尿MC，癌尿
MC，炎症尿MC，正常尿MC，癌血清MCをおのおの重
畳比較した。
　A，200×人血浩吸収癌尿MC家兎血清を250×肝硬変
症尿MCで再吸収した場合肝硬変症尿MCは勿論，正常尿
MCとも反応しないが，他の白血病尿MC，癌尿MC，ネ
フローゼ尿MC，炎症尿MC，癌血清MCはなお僅かなが
ら反応を噛した。
　B．200×人血清吸収癌尿MC家兎血清を100×ネフロ
ーゼ尿MCで再吸収した場合は，癌血清MCが僅かに100
×4と反応した以外他のすべの尿MCはもはや全く反応を
呈しない。
小括並びに考按
抗　血　清 讐
?
抗
?
??????????
　　吸　収
500×人血清 10×人血清
1，000×4
200×2
　0
500×2
2，000×8
　0
　尿MCの免疫1血清学：的研究については諸家の業績があ
り，即ちGotts　ehalkLi1），　TammL’L’）等は血球凝集反応抑制
効果に関する報告を行い，Sehat’ヒenfroh2u）は尿中発現物
質の抗原性について杭阿鍋家兎血清より特異的溶血素を認
め，Doerr＆Pick！’）は抗酔筆家兎血清は人，馬，犬，野
際の尿及び門門の食塩水抽出液に対し沈降反応を呈するこ
とを認め，Pribram勤は腎炎人尿兎疫の動物実験によって
該免疫血清は人血球を溶解し，さらに入尿に対して沈降反
応及び補結反応を聴することを報告している。上野のは人
尿MCを用い血液型特異的凝集阻止物質並びに今型及びB
当人尿MC中にR氏抗原性物質存在を認め，芳eCL’7）もこ
れを追試確認した。奥山勤はアルミナクリーム法による免
疫方法により得た抗血清についての実験で尿MCの型に無
関係な，即ち共通的な構造部分に対する沈降素の産生に成
功している。私は教室におけるポ反応と密接不可分の関係
をもつ研究の一部としてこれまで病的人馴MCを抽出し
て，それぞれの特異性に関する発表をしてきたが，今回は
ポ反応上特異な形式を示すネフローゼ尿MCと肝硬変症尿
MCを申心として同様iに検討を加えた結果両者の間にそれ
ぞれ特異性を認めることが出来，さらにこの両尿MCを用
いてそれぞれ再吸収を行い，癌尿MCとの闘にも幾分の差
異を認めることが出来た。またさらにネフローゼ尿MGの
仇らきはかなりに広範囲に亘る強い抗体価を得，この点は
前編にも触れたところである。これはネフローゼ時のアル
ブミン尿がMC抽出時に干渉を示し，その過程においてか
なりに共通近似の血清学的態度を示す因子の混入を招くに
至る為とも解されるが，しかし癌尿Mσとの聞の問題とし
てはas　8表〔2）にみられるごとく矢張りそれぞれの特異性の
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（1）
第8表 再　吸　収　成　績
　　　　C2）
抗　　血　　清
抗 原
?????????
????㌔
?????
　　200x人血清吸収
＿拡ム癌自門9．家牽喚渣＿ 抗　血　　清
　吸　収　抗　原
250×肝硬変残尿MC
50×4
50×4
　0
50×4
20×4
　0
100×4
　0
抗 原
　200×人血清吸収
抗人癌尿MC家兎血清
吸　収　抗　原
100×ネフローゼ尿MC
癌　　　　尿MC
白血病尿MC
肝硬変症尿MC
ネフローゼ尿MC
炎　症　尿MC
正　常　尿MC
癌　血　清MC
人　　　血　　　清
　o
　o
　o
　o
　o
　o
100×4
　0
存在が考えられ，これまでの成績からの所論を妨げないも
のと考える。
　　　3．各種疾病時人尿MC抗血清に対する
　　　　　　人群血清MCの態度について
　本研究の意図については緒言に述べた如く，ポ反応起因
因子として血清内にこれを求めることが事実上不可能であ
るため尿中の関連物質としてMCを用い，その血清学的特
異性によって血清内因子にも癌特異性が考えられはしまい
か，と推測したものであった。したがって私のこれまでの
実験においては，ポ反応の上で特徴のあるPattemを示す
病的状態の尿MCそれぞれに異質的構成を認めたので，今
回はそれらの尿MGによって得た抗血清と，剖検時に採血
し抽出した癌血清MGとの聞にみられる沈降反応上の血清
学的態度を追求すべく本実験を試みた。
　　実験方法
　1）尿MC抽出方法，免疫方法，吸収試験，沈降素量：並
びに沈降素価の測定はこれまでと全く同様であり，健康人
血清とは反応しない尿MC抗血清について実験を行なっ
た。
　2）一斗血清MC抽出方法：ポ反応陽性の胃癌を主と
する剖検例6例の血液を用い，尿について行なったと略同
様にして，ただpHの修正を行い加温を始める際に旧く少
量（上澄液形成をみる迄最少限）のNaclを加えることに」’
つて酸沈降物質の分離を促がした。その他については全く
同様にアルコール抽出法に従った。
　　実験成績　　　　　　　　　　　　　　　　’
　人癌尿MC抗血溶に対して人癌並L清MCは5，000　x　8と反
応し，癌尿MCそのものよりも強く反応を示した。また同
時に他の尿MG抗並一転の抗体価は何れもこれより低く，特
にポ反応上陰性（波の低い）を示す肝硬変症並びに正常尿
MC抗1血清には他の抗血清に比較しポ反応と平行して弱く
作用する点が注目される。
　　小括並びに考按
　以上の成績から各種加1清のMC部分に対して人癌血清
MCは程度の差こそあれかなりに反応することが分る。
　とくに密接な関係にある人癌尿MC抗血清に対しては
5，000x8と本反応よりも強度に反応していることは，血満
並びに尿MC間の血清学的な相互共通性とともにこれらの
特異性を再び裏付けるものともいえよう。また同時にポ反
応上低回を示す肝硬変症尿MG抗血繭並びに正常尿MC抗
血浩に対しては比較的低い値を示すことは，ポ反応そのも
第9表　各種抗血滴に対する癌血清MCの態度
抗　血　清
200×人血清
z収抗人@癌尿MCﾆ兎血清
400×人血清
z収抗人鰹ﾇ尿MCﾆ兎血清
200×人血清
z収抗人柱剣a尿MCﾆ兎血清
500×人血清
z収上人肝d変症尿MCﾆ兎血清
　10×人血清
D吸収抗人ネフ
香[ゼ尿MCﾆ兎血清
200×人血清
z収．抗人ｳ常尿MCﾆ兎血清
人癌血清MC　　5，000×8
各種尿MC　　5，000×4
1，000×2
2，000×8
1，000×4
2，000×4
200×2
1，000×4
1，000×4
2，QOO×8
1，000×2
1，000×4
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のの度合と平行を示すことであり，この揚合当
然尿中の収量が問題に．なるとしても抽出MCと
しては一定量を使用している故，全くこれらの
吻質が含むポ反応の主役を演ずる活性物質の量
に．よるものと考えられよう。また教室の若μド9）
仁よれば病的尿MCは健康人尿MCに比して含
N量がやや多く，生物学的にも差異のある成績
を得ているが，この点より推論すれば，この問
ζみられる関係は一応それぞれ特異性をもつた
　　　第10表　各人癌血清皿C家兎血清についての成績
（1）（吸収前）　　　　　　　　　　　（2〕（吸収後）
抗 原
人目血清MC
人　　血　　清
　抗血清
抗日癌血清MC
　家兎血清
　10，000　×　32
　10，000　×　16
抗血清
抗 原
人癌血清MC
人　　血　　清
CM
?．
8?oo¢ρ1
0
?」
ボ反応活性物質の尿中移行によるものと考え得よう。
　正常尿MC並びに肝硬変症尿MC抗血清との閤に僅かな
bSらも反応を示すことは，数藤30）の云う如く正常，病的を
問わずMCの一部分として共通的な正常成分の含有を肯定
し，またこれらの生成母地としては正常のものと病的のも
のとの聞には自ら差異がある故，病変組織そのものが関係
するであろうことを推測させるに充分であり，事実教室の
佐々木31）はこの点を追求してこれを確認している。
　一：方Leyden：i2），　NeubergB3’〉，小倉34），　i⊥1本35），成田：lf；’），
古沢37），中原，福岡等：｝9）は悪性1随瘍組織抽出物，滲出液等
を使用し，免疫血清学的に抗体の産生を見ており，また中
川鋤は癌腫毒は体内を循環して結局は尿中に排泄され，比
鮫的純粋に近い形で捕捉され得るとの考えから，尿エキス
を抽出し，これを酵素1舌性別の変化から確認している。こ
れらの点を綜回すれば私の二二MCは癌血L清MC部分とし
て体内を循環したものをその一部に含み，その申には癌毒
素関連物質を狙いつつ尿中に排泄されたものと推論も可能
といえ一よう。
4．人癌血清MCについて
　これまでの実験経過によって一応ポ反応Pat七ernの変
化を中心に分けた数種病的人骨MCの特異性を認めると共
に，これと血清MC問の関係についても一応：の関連があり．，
しかもそれらは病変局所そのものを産生母地として血中よ
り尿中に移行するものであろう，との推論を行なってぎた。
　今回は可能な限りi血清MCを抽出して尿MC同様に家兎
≧免疫し得た坑血清を用いて種々尿MCとの聞に沈降反応
を試み，それらの特異性につき追求したので一括報告する。
実弾方法
　1）対象：癌（主として胃癌）患者6例の剖検例及び対
照としてポ反応陰性の高血圧愚者薦血血液を用いたa
　2）血清MG抽出方法：前項に既述した方法によった。
　3＞免疫方法：2％血清MC　10　ccを等量の水酸化アル
ミニウムと混和し，これに食‡盆を：加え等張とし，威熟i家兎
七腿筋肉内に2日問隔，5～6回にわたり注射する。
　4）沈降素価，沈降素量の測定は型の如く行ない，吸収
試験もこれで同様Dean＆Webbの最適比を考慮して行
なった。
実瞼成績
　1．健康人血清吸収前後の罪人癌血清MCについて＝上
述の方法で作製した抗人癌血清MC家兎血清は癌血清MC
のみならず健康人血清とも反応するので，吸収試験を行い
人血清とは最早や反応しない押目癌血清MC家雨血清につ
いて実験を行なった：。
　即ち吸収前は主反応として人骨血清MCそのものとの閲
には10，000．×　32と高い抗体価を示すが，同時に健康人血満
とも10，000×16とはたらく。しかし上述の吸収を行なった
後は人工血清MGとの闘にのみ10，000　x　8となお割合著明
な反応を示した。
　この場合吸収に当っては最適比を求めて，500×AB型健
康人血清で呼物試験を試みたがなお反応するので，更に
200x，100　x，10×と高濃度のものを用い，遂に5×AB型
人血清を用いることによって始めて健康人血清に作用しな
い本抗血清を得ることが出来た。
　II．人血清吸収抗人癌血清MC家兎血清と各種尿瓢Cに
ついての成績二さらに本抗血満と血清MC及び種々尿MC
間の沈降反応を行なうに，5×AB二人血清吸収後今回は
第11表の如く主反応たる癌血清MCとは10，000×8と反応
し，副反応たる正常入血清MCともなお2，000×4と反応す
る。しかし両者聞の差異についてはこれまでの回を重ねた
実験結果からも充分に推測に難くない。また試みに尿MC
群との間の関係をみると癌尿及びネフローゼ尿MCのみが
それぞれ50×2，1，000×4と反応を起すが，その他につい
ては全くはたらかない。このネフローゼ尿MCについては
既述した如く，蛋白尿としてのアルブミンの共存がMC抽
出に関与する点が最も大ぎく支配するものと考える。何れ
にもあれ癌尿班Cは炎症尿MC及び白血病尿MCとの間
に明らかな差異があるものと考えられ，肝硬変症尿MC並
びに正常人尿MGはこれまで同様全くはたらかない。即ち
従前の成績と全く軌を一にした結果といえよう。
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第11表　人血清吸収人癌血清MC
　　　　抗血清の成績 第12表　再吸収量績
苧　　血　　清
白 原
人癌血清MC
正常人血清MC
庶人癌血清MC家兎血清吸　収　抗　原
5×AB型人血清
韻　　血　　清
抗 原
10，000×8
2，000　×　4
人癌血清MC
正常人血清MC
癌　　　　尿MC
白，血病尿MC
肝硬変症尿MC
ネフローゼ尿MC
炎　症　尿MC
正　常　尿MC
入　　血　　清
　50×2
　0
　0
1，000×4
　0
　0
　0
癌　，　　尿MC
白血’病尿MC
肝硬変症尿MG
ネフローゼ尿MC
炎　症　尿MC
正常人尿MC
人　　　血　　　清
5×AB型人血清吸収
人癌血清MC家兎血清
　吸　収　抗　原
200×正常人血清MC
100×4
　0????
皿．再吸収成績＝最：後に本抗血清を正常人血清MCそ
のもので再吸収を行い，その場合の反応を以てこれまでの
実験の結びとすべく試みた。即ち，前記5xAB型人血清
吸収人癌血清MC抗血清をさらに200×正常人血漕MCで
再吸収をはかった。
　その場合両者聞の差異を検した成績は第12表の如くで
ある。即ち主反応たる二二血消MCのみが微々たる価では
あるがなお100×4と反応するが，正常人血清とは全く反
応せず，さらに試みに重畳した各種尿MCとは勿論反応し
なかった。
小括並びに考按
　以上により人it　MC分暦を用いて家兎を免疫した場合と
同様入耳圧清MC部分についても沈降豪の産生を確認し得，
同時にまた正常人血清MCを用いて再吸収を行なった実験
において，癌血清MCそのものについても特異性を確認し
得た。
　文献上Meh140）等は血清ムコ蛋白の竃気泳動的調査の範
囲内では生理酌のものと病的増多部分との問に差異を認め
ないとし，BoylandTi）はge・・一ラログラフ的また電気泳動的
成績聞の相関性を統計的に吟昧してある程度の相違を推論
している。一方Kabat4：），　Rimington43）等は血清MCに
ついても免疫血清学的な研究を行なっているが，癌にさい
して増加または新生するものの特異性に論及したものをみ
ない。
　私のこれまでの実験は教室におけるポ的癌反応の主要因
子としての血浩MCまたはMPの特異性追求にあり，収量
の都合等の点からこれを尿MCについて先ず実験を始め，
これと関連して一応血清MCについても癌血清MCのみに
ついての実験ではあるが，大体同様の成果を得ることが出
来た。
総　　括
5．全篇の総括並びに結論
　Polarography濾液反応による癌診断法の研究に関連し
て，その反応因子の特異性を追求すべく本実験を試みた結
果，以上の各項において述べて来た処で一応の完結をみた
ので，これらの成績を綜回して考按を加えたい。
　1）尿Mucoidを上野氏法に従って抽出し，水酸化アル
ミニウム吸着により家兎を免疫し，型の如く吸収試験を行
い，人血清とは反応しない抗血清を得ることが出来た。ま
た癌及び炎症尿MCについてはMC部分に対し沈降素の産
生を確認し，且つ人四三MC，炎症尿MC聞に差異を認め
得・た。．
　本研究の意図からすれば血清MP，　MCの単離が必要，
主目的であるが屡次述べた如くその収量は極めて少なく実
験至難のために，先ず尿MCの抽出による実験から開始し
た。
　尿MCの免疫血清学的研究としては第1及び第2項に述
べた如く上ff44h，奥山鋤によって報告され，さき’に東との
共同実験によって私もそれぞれ特異的沈隆素の産生を認め
て発表し，今回はさらにこれを前報の正常尿MCによる吸
収成績のみならず，各試料についてそれぞれ癌及び炎症尿
MCの吸．収実験まで歩みを進めて再確認することが出来
た。
　2）同一入，同一疾患（湿性肋膜炎）時にポ反応陽性時と
陰性化してからの尿瓢Cをそれぞれ別個に抽出し，ポ反応
の推移と尿MCの特異性を検し，同様にMC部分に対する
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波心素の産生を再確認するとともに，ポ反応腸瞬時尿MC
問に差異のあることを知った。即ち癌，炎症等の疾患別，
個体別の差異にとどまらず，同一人でもその疾病状態と平
常復帰の状態を血清ポ反応の推移から時期的に区分し，両
時期における尿MCを調査しても差異が認められる。この
ことは疾慰の進行期であればあるほど抗体産生態の上から
も強い抗原性が認められ，同一収量についても比較的窒素
含量が多くみられた若山47）の実験成績と一脈通ずるもの
で，あるいは病的に新生されたポ反応活性体の血中より尿
中に移行する場合とも考えた。何れにもあれポ活性物質の
多く含まれる疾病状態では健康例との問に排出MCの相違
があるとともに，疾病状態のそれぞれの開にも違いが認め
られ，されにこれは同一個体でもポ活性物質の病的面面時
と正常範囲内にある場合とで差異が認められるということ
である。
　要するに正常尿MCは病的尿MCと組成上の相違があ
り，病的尿MCについても病態に応じて多少相違するとい
うことである。　一
　3）ポ反応上特異な形式を示す肝硬変症並びにネフロー
ゼ尿MCの特異性を検し，ある程度そのMCの特異性が認
められた。
　今回はポ活性のむしろ低下を来す疾病状態を対象とした
実験であるが，この場合にもある程度の差異をみとめるこ
とが出来た。即ち疾病状態に相応したMC恋盛のちがいが
ポ反応のむしろ活性低下時，血清内MP，　MC体の減少時
にも認められるということである。この場合ユ血清蛋白の減
少する肝硬変症では尿MC量としても排出が少ない、これ
に反して，ネプローゼでは蛋白尿の排出に伴なう影響から
MC分屑の単離にさいしてアルブミン等より由来するもの
の混入もあるものと思われ，割合に収量が多いと同時に免
疫時に家免の哀弱は極めて顕著であり，更に得た抗血清は
人血清との問にもかなりに強くはたらく結果を示した。
　4）癌尿MC抗血清を使用し，肝硬変症尿MC，ネフ・
一ゼ尿MCと癌尿MC聞の差異を検討し犀皮MCには僅か
ながら差異の存在することを認め得た，，抗癌尿MG家兎血
清をそれぞれ人血清で吸収し，さらにそれぞれの尿MCで
吸収して各種の病的尿MCを重ねたところ，肝硬変尿MC
によってはなお充分に吸収が行なわれずかな：りに残る部分
が認められた（第8表〔1））が，ネフローゼ尿MGによっては
すべての尿MCが反応を示さず，主反応たる癌尿MCすら
はたらかなくなり，癌血清MCのみが僅かに作用した。
　この点は前述した血清由来の蛋白尿よりの単離過程の諸
条件が影響するものとの考えを裏書き’したといえようし，
またさらに癌尿MCの特異性に関する限りはこれを妨げる
ものでなくむしろ血満由来のrz　MCの尿中排出を思わせ
る。
　5）癌尿，白血病尿，炎症尿，肝硬変症尿，ネフローゼ
尿及び正常人尿MC各抗血清に対して，上野，奥山魔法に
従って抽出した癌血清MCとの沈降反応の結果，各種抗血
満に対し比鮫的高度に人癌血清MCが反応する。またその
抗体価はそれぞれの血清ポ反応の程度との聞に平行関．係を
示した。
　前項で癌血清MCの尿中移行が次第に明らかとなったの
でこれを抗原として，各種尿MC抗血清との聞に沈降反応
を試みると癌尿MC抗血清と最も強く仇らくが，同時に各
抗1血清問に広く僅かながら沈降反応が営まれる。またこの
場合ネフローゼ及び白1血病尿抗血清が肝硬変及び正常尿血
清よりも強．く彷らき，如何にも血清ポ反応の活性度と平行
するかの如き印象をうける。即ちこのことは疾病それぞれ
の特異ll生を物語ると同時に明らかに尿MC内に血清MGと
共通構造部分の移行があることを物語り，その血清内MC
の特異性また尿中移行の多寡がそのままこの結果を示した
ものと推測されるのである。つまり尿MCの特異性追求に
よって血清ポ反応活性体の特異性がある程度実証可能であ
ろうという見解が大体裏づけられつつあるともみられよ
う。
　6）人癌血清MCを用いて抗血清を作製し，癌血清MC
と正常入血清MC間の差異を調査した。その結果尿MCの
場合と同様に血清のMC部分に対しても沈降素の産生を認
めるとともに，癌と正常血清MC闘に差異を認め得た。ま
た念のために種々尿MCを抗原として蕪擾するにネフロー
ゼ及び導尿MCのみが反応を示し，さらにこれを正常血清
MCで吸収し同様の調査を行なうともはや人癌血清MCの
みにはたらぎ，他のすべてのMGにははたらかない。
　癌死亡例の剖検時に採血poolした血清MCを用いて家
兎を免疫するに，it　MCの場合よりも遙かに鮮明な沈降反
応を営む抗血清を得ることが出来た。これは尿成分として
含まれるMCと血合内のそれが同一構造部分を含むとして
も，なお化学的，生物学的に相違する部分を多く含有する
ことによるものと考え．る。
　炎症血清MCは到底所要量まで試料を採坂出来得ぬため
辛うじて癌血清MCによる免疫のみに止まり，交叉試験を
行うことは出来なかった。しかし正常血清MGと癌との聞
についての抗体価をみると明らかに差異がみられ，少なく
とも癌血清MCは病的異常所産と考えられた。この点は
MehF7）等が泳動所見上また構成アミノ酸組成等の上で差
異を認めないとする点と見解を異にするものである。教室
の佐々木4s）は家難肉腫を用いて肉腫局所でMPの産生を
認め，若山49）は尿MCで生物活性体としての相違を報告
し，何れも私の血清学的成績に一致をみている。
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　従って私のこれまでの実験経過において尿MC，血清
MC何れについても正常並びに病的間の差異，また特に癌
及び炎症聞の変異を推定する上に翻臨する成績を認めず，
何れもが特異的な反応態度に終始したことは，この段階に
おいてなお交叉試験を欠くとしても病的血清MC聞にも差
異があろうことを推測させるに充分といえよう。
結 論
　種々の病的状態について主として人尿，一部血清より
Mucojd分劃を抽出し，家兎を免疫（アルミナク1，一ム吸
着法）して得た抗血清を用いて沈降反応を試み次ぎの結果
を得た。
　1）各種病的人相並びに血清MC部分に沈降素の産生を
確認した。
　2）正常及び病的入尿MCは沈降反応上それぞれ幾分の
差異を示し一応血清学的に病態に応じた特異性をうかがわ
しめる。
卵3）癌並びに正常血清MCの免疫同心学的研究の結果も
これと軌を一にする。
　4）　thL清MCと尿l　MC聞には』h清学的に共通構造：部分が
ある。
　5）血清ポーラログラフ濾液反応の程度と本沈降反応の
抗体価との聞にはある程度の平行性がうかがわれた。
　6）以上を綜括し並錆ポ反応因子としてのMIP乃至MC
は癌と炎症性疾患のさいにある程度差異があるものと考え
る。　　　　　　　　　　　　　　（昭和31．7．24受付）
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